
TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

ー
ド
可
）を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出（
郵

送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

武
田
社
ワ
ク
チ
ン
（
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
）
の
接
種

　
武
田
社
ワ
ク
チ
ン（
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
）

は
国
内
で
製
造
す
る
『
組
換
え
タ
ン
パ

ク
ワ
ク
チ
ン
』
で
す
。
接
種
を
希
望
す

る
か
た
は
、
埼
玉
県
北
部
ワ
ク
チ
ン
接

種
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
ポ
リ
ソ
ル
ベ
ー
ト
に
対
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
か
た
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
現
時
点
で
武

田
社
ワ
ク
チ
ン
（
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
）
は

４
回
目
接
種
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
期
間
の
終
了
予
定
日

　
現
在
、
国
で
は
す
べ
て
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
接
種
期
間
を

９
月
30
日
㈮
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
か
た
は
、
接
種
券
が
届
き
し

だ
い
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策

の
一
環
と
し
て
、
令
和
4
年
度
の
住
民

税
（
市
県
民
税
）
均
等
割
が
非
課
税
の

世
帯
の
か
た
に
、
臨
時
特
別
給
付
金
を

給
付
し
ま
す
。

給
付
金
の
給
付
額
　
１
世
帯
あ
た
り
10

万
円

給
付
の
対
象
と
な
る
世
帯
　
基
準
日

（
令
和
4
年
6
月
1
日
）
に
お
い
て
、

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
の

令
和
4
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
の
世
帯

　
た
だ
し
、
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る

場
合
を
除
き
ま
す
。

①
令
和
3
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
分

の
臨
時
特
別
給
付
金
を
受
給
し
た
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯
分
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
受
給
し
た
世
帯

③
世
帯
全
員
が
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
か
た
の
扶
養
で
あ
る
世
帯

確
認
書
の
郵
送
　
給
付
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
世
帯
に
は
、
市
か
ら
『
確

認
書
』
を
７
月
上
旬
に
郵
送
す
る
予
定

で
す
。

　
内
容
を
確
認
の
う
え
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
や
未
申
告
の
か
た
の
申
請
方
法
　

令
和
4
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た

か
た
や
、未
申
告
の
か
た
に
つ
い
て
は
、

市
に
税
情
報
が
な
い

た
め
、
非
課
税
世
帯
で

あ
っ
て
も
『
確
認
書
』

は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
へ
連

絡
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
、

『
申
請
書
』
な
ど
の
必

要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

給
付
金
の
給
付
時
期
　『
確
認
書
』
を

市
で
受
け
付
け
て
か
ら
、
お
お
む
ね
1

カ
月
以
内

※
書
類
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、
振

り
込
み
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

給
付
方
法
　
原

則
、
世
帯
主
の

口
座
へ
振
り
込

み
ま
す
。

３
回
目
接
種
の
予
約
方
法
と
接
種
間
隔

予
約
方
法
の
変
更
　
接
種
可
能
な
医
療

機
関
に
直
接
予
約
す
る
方
法
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
接
種
可
能
な
医
療
機
関
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

接
種
間
隔
の
変
更
　
国
の
省
令
改
正
に

よ
り
、
３
回
目
接
種
の
可
能
と
な
る
時

期
が
、『
２
回
目
接
種
完
了
か
ら
５
カ

月
以
上
経
過
後
』
に
な
り
ま
し
た
。

４
回
目
接
種
の
予
約
方
法

　
８
月
以
降
の
4
回
目
接
種
の
予
約
方

法
は
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
専
用
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

※
市
役
所
予
約
相
談
窓
口
、
各
公
民
館

予
約
支
援
は
７
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
は
、
予
約
・
問
い
合
わ

せ
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

転
入
し
た
か
た
の
接
種

　
他
市
か
ら
転
入
し
た
か
た
は
、
接
種

券
の
発
行
申
請
が
必
要
で
す
。
必
要
書

類
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

令
和
４
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

臨
時
特
別
給
付
金
を
給
付
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
福
祉
政
策
課
給
付
金
担
当　
　
　
　
　
　

（
う
５
７
１
‐
１
２
１
１　
内
線
７
０
７
６
）

　
介
護
保
険
は
介
護
保
険
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
、40
歳
以
上
の

か
た
が
全
員
納
め
る
保
険
料
と
、国
や

地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
や
利
用
者
負

担
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合

も
、保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
納
付
方
法
】

　
原
則
、特
別
徴
収
で
す
。

　
な
お
、保
険
料
の
納
め
方
は
法
律
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、個
人
で
選
択
で
き

ま
せ
ん
。

1
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

　
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
か
た
が

対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、開
始
ま
で
に
、半
年
か
ら
１

年
ほ
ど
か
か
る
た
め
、そ
れ
ま
で
の
間

は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。な
お
、天
引

き
の
介
護
保
険
料
の
金
額
は
、通
帳
に

は
記
帳
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
介
護
保
険
料
は
、収
入
や
世
帯
状
況

の
変
動
な
ど
に
よ
り
、年
度
間
で
大
き

な
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
を
で
き
る
だ
け
均
等
に
年
金
天
引
き

す
る
た
め
に
、８
月
の
年
金
天
引
き
額

を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2
普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
付
ま
た
は

口
座
振
替
）

　
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
か
た
、

老
齢
福
祉
年
金
お
よ
び
恩
給
の
み
受
給

し
て
い
る
か
た
な
ど
が
対
象
で
す
。

　
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
、納
期
限
ま

で
に
市
や
金
融
機
関
の
窓
口
な
ど
で
、

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。口
座

振
替
は
、特
別
徴
収
と
は
異
な
り
ま
す

の
で
、混
同
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
口
座
か
ら
振
り
替
え
た
際
の
領
収
書

は
、発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、通
帳
記
帳

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、そ
の

未
納
期
間
に
応
じ
て
自
己
負
担
の
割
合

が
上
が
っ
た
り
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
支
給
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
か
た
は
、ご

相
談
く
だ
さ
い
。

令和4年度の介護保険料
所得
段階 対象者 年額保険料

（算定式）

１
▪本人および世帯全員が住民税非課税で、①老齢福
祉年金受給者のかた②前年の合計所得金額と課税年
金収入額の合計が80万円以下のかた
▪生活保護受給者

20,880円
（基準額×0.3）

２
本人および世帯全員が住民税非課税で、本人の前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を
超え120万円以下のかた

31,320円
（基準額×0.45）

３
本人および世帯全員が住民税非課税で、本人の前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円
を超えるかた

48,720円
（基準額×0.7）

４
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住
民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が80万円以下のかた

62,640円
（基準額×0.9）

５
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住
民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が80万円を超えるかた

69,600円
（基準額）

６ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万
円未満のかた

83,520円
（基準額×1.2）

７ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万
円以上210万円未満のかた

90,480円
（基準額×1.3）

８ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が210万
円以上320万円未満のかた

104,400円
（基準額×1.5）

９ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が320万
円以上600万円未満のかた

121,800円
（基準額×1.75）

10 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が600万
円以上のかた

132,240円
（基準額×1.9）

▪�合計所得金額に給与所得又は公的年金等に係る所得が含まれる場合
は、これらの所得金額から10万円を控除した金額（控除後の額が0
円を下回る場合は0円）で所得段階を判定します。

▪�第１～５段階のかたの合計所得金額は『公的年金等に係る雑所得』
を控除した金額を用います。

▪�令和元年10月の消費税率引上げに伴い、住民税非課税世帯を対象
に保険料が軽減されています。

令
和
４
年
度
介
護
保
険
料

問
い
合
わ
せ　
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課
（
う
５
０
１
‐
１
３
３
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
寿
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
４
４
）

▲埼玉県北部ワ
クチン接種セン
ター予約サイト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
情
報

問
い
合
わ
せ　
深
谷
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
う
０
５
７
０
‐
０
０
３
０
６
５
）
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

▶市ホームペー
ジ『住民税非課
税世帯等に対す
る臨時特別給付
金について』
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします深谷市長

小島　進

88
・
５M

メ
ガ
ヘ
ル
ツ

H
z

　
『
F
M
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
』
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
令
和
３
年
４
月
に
深
谷

で
放
送
を
開
始
し
た
、
地
域
密
着
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
局
で
、
周
波

数
は
、
88
・
５
M
H
zで
す
。

　

市
政
情
報
も
積
極
的
に
流
し
て
く
れ

て
お
り
、
例
え
ば
市
の
防
災
担
当
職
員

が
、
防
災
情
報
の
番
組
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

私
も
、『
深
谷
市
長
の
部
屋
』
と
い

う
番
組
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま

ち
づ
く
り
や
政
策
、
市
政
に
関
わ
る
最

新
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
一

応
、
最
低
限
の
台
本
の
よ
う
な
も
の
は

あ
り
ま
す
が
、な
る
べ
く
私
の
言
葉
で
、

私
の
想
い
を
込
め
て
語
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
内
容
を
お
伝
え

し
た
と
き
に
は
、『
市
長
就
任
の
直
後

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
際
、
い

ち
早
く
友
好
都
市
の
田
野
畑
村
に
支
援

物
資
の
ト
ラ
ッ
ク
を
向
か
わ
せ
た
、
あ

の
初
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
』

と
い
う
こ
と
な
ど
を
お
話
し
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
島し

ま

野の

さ

ん
と
２
人
で
収
録
し
て
お
り
、
島
野
さ

ん
と
の
掛
け
合
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

が
、
４
月
の
特
別
放
送
で
は
、
深
谷
商

工
会
議
所
の
会
頭
と
ふ
か
や
市
商
工
会

の
会
長
を
ゲ
ス
ト
に
、
３
人
で
市
内
産

業
の
活
性
化
な
ど
熱
く
語
り
ま
し
た
。

３
人
と
も
話
し
好
き
な
の
で
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
な
放
送
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
リ
ス
ナ
ー
さ

ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
中
に
は
、『
市
長
の

好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
曲
は
何
で
す
か
』
な

ん
て
い
う
ご
質
問
を
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
さ
す
が
、
地
域
密
着
の

放
送
局
、
リ
ス
ナ
ー
さ
ん
と
の
距
離
の

近
さ
を
実
感
す
る
瞬
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
時
に
楽
し
く
、
そ
し

て
に
ぎ
や
か
に
、
深
谷
の
最
新
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

聴
き
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
本
人
と

そ
の
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準
額
以
下
の
場
合
に
承

認
さ
れ
、
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ

る
『
全
額
免
除
』
の
ほ
か
に
、
世
帯
の

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
一
部
を
納
付

し
て
残
り
が
免
除
さ
れ
る
『
一
部
納
付

（
一
部
免
除
）』
が
あ
り
ま
す
（
４
分

の
１
納
付
、
２
分
の
１
納
付
、
４
分
の

３
納
付
の
３
種
類
）。

　
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
、
保
険
料
を

納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
例
免
除
制
度
　
申
請
す
る
年
度
ま
た

は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）
の

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、
失

業
さ
れ
た
か
た
の
所
得
を
除
外
し
て
免

除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度
　
世
帯
主
の
所
得
が
多

い
た
め
保
険
料
免
除
に
該
当
し
な
い
場

合
、
50
歳
未
満
の
か
た
に
つ
い
て
、
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
み
の
所
得
で
審
査

し
て
基
準
を
満
た
せ
ば
、
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

臨
時
特
例
の
申
請
免
除
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
減
収
し
た
こ

と
を
事
由
と
す
る
場
合
対
象
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
●
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
）、
本
人
確
認
書
類
、
特

例
免
除
制
度
の
場
合
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
な
ど

手
続
き
場
所
●
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
熊
谷
年
金
事

務
所

免
除
申
請
月
●
７
月
～

対
象
期
間
●
７
月
～
令
和
５
年
６
月

（
令
和
３
年
所
得
で
審
査
）
※
申
請
時

点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
な
ど
の

申
請
が
で
き
ま
す
（
申
請
年
度
に
対
応

す
る
前
年
所
得
に
基
づ
き
審
査
）。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
）

保
険
年
金
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
１
）

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
の
時
期
こ
そ
！

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
人
間
が
上
手
に
発
汗
す
る
た
め
に

は
、
暑
さ
へ
の
慣
れ
が
必
要
で
す
。

　
暑
い
環
境
で
の
運
動
や
作
業
を
始
め

て
か
ら
3
～
4
日
経
つ
と
、
汗
が
よ
り

早
く
か
ら
出
る
よ
う
に
な
り
、
体
温
上

昇
を
防
ぐ
の
が
上
手
に
な
っ
て
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
3
～
4
週
間
経
つ
と
、

汗
に
無
駄
な
塩
分
を
だ
さ
な
い
よ
う
に

な
り
、
熱
け
い
れ
ん
や
塩
分
欠
乏
に
よ

る
そ
の
他
の
症
状
が
生
じ
る
の
を
防
ぎ

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い

と
き
は
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
注
意

が
必
要
で
す
。
暑
い
と
き
に
は
無
理
を

せ
ず
、
徐
々
に
暑
さ
に
慣
れ
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

継
続
す
る
暑
さ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
厳
し
い
暑
さ
が
続
く
と
き
は
、
不
要

な
外
出
や
屋
外
で
の
作
業
は
控
え
、
室

温
が
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
、
積
極
的

に
冷
房
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
自
宅
に
冷

房
が
な
い
場
合
は
、
空
調
の
効
い
た
公

共
施
設
や
商
業
施
設
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

　
た
と
え
数
時
間
で
も
涼
し
い
と
こ
ろ

で
体
を
休
め
る
こ
と
は
有
効
で
あ
り
、

水
シ
ャ
ワ
ー
や
水
浴
び
も
体
温
を
下
げ

る
の
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夜

間
に
気
温
が
あ
ま
り
下
が
ら
な
い
日
に

は
、
熱
中
症
対
策
の
た
め
に
冷
房
を
つ

け
て
寝
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
ん
な
日
は

熱
中
症
に
注
意
‼

暑くなり始め 急に暑くなる日

気温

厳しい暑さが続く日熱帯夜の翌日

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ａ

熱中症を防ぐためにはどのくらい水
分補給をすればよいですか。Ｑ
1日あたり1.2リットル（食事など
に含まれる水分を除く）が目安とさ

れています。

▪�通常の水分補給には、1日コップ約6杯

を目安にして、お茶や水をこまめに補給
をしましょう。また、就寝前、起床時、

入浴前後にも水分補給をしましょう。

▪�大量に汗をかいたときは塩分補給も忘れ

ずにしましょう。

▪�アルコール類やカフェインを多く含む飲

み物は水分を排せつする作用があるの

で、水分補給には適しません。

問い合わせ　保健センター（う575‐

1101）

　私が、一才四か月の時から二人になって十年が過

ぎましたね。小さい頃は、ぜんそくがひどくて救急

車で運ばれ、入院したこともありその時は、ずっと

側に居てくれた事を今でも覚えています。私が、成

長するにつれ、ケンカをすることも多くなっていま

すが、パパのことが大好きです。ありがとうの気持

ちは、心の中にいっぱいいっぱいあるのですが、い

つも言葉にできなくてごめんなさい。これからも

ずっと仲良しでいようね。大好きなパパへ。

川本南小学校5年（現6年）　高
た か

槗
は し

優
ゆ う

希
き

 さん

パパへ

優秀賞

小学校高学年の部

『
深
谷
市
長
の
部
屋
』
は
F
M
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
で
、
毎
月
第
４
月
曜
日
の
正
午
か
ら
放
送
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
週
の
同
じ
時
間
に
再
放
送
が
あ
り
ま
す
。
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